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　 ヒ ト生体で は筋線維 の 発揮張力 は 筋
一

腱
一

関節 を

介して 身体外部に作用する 。 そ の 間の力や 速度の 伝

達に は筋骨格系 の 構造的因子が大 き く影響す る，、従

来から，筋骨格系の構造 は殆ど屍体 を用 い て 測定 さ

れ て きた が ，近年，超音 波法 の 進歩 や MRI 法の 開

発 に よ り生 体 で の 筋線維に 関する情報が 得ら れ る よ

うに な っ た。

　最近，我 々 は，超 齢波 法を用 い て 筋線維 の 角度 ，

長さ及 び収縮速度等を非浸襲的に測定する方法 を開

発し，同時に ，MRI 法 に よ る 生 理学 的断面積 ，
モ

ー

メ ン トア ーム の 測定とを加えて ，ヒ ト生体が発揮 で

きる 筋出力特性 を筋骨格系 の 構造的側面か ら明ら か

に し よ うと して い る 。

　た と え ば，図 1 は足背屈及 び低屈動作 （無負荷状

態）を連続 して 実施 した ときの ，超音波断 1曽法 に よ

りえられ た前脛 骨筋内か ら の エ コ ー 「k」 （筋束が

腱盤 と交わ る 点）の 移動距離 〔δλ ） と 足関節角度

変化 （0 ）（無負荷状態）との 関係を見た もの で あ る 。

関節角度変化 に 同期 し て 点 「k」 が移動 す る様子 が

観察 され る，， 足関節角度変化 は 前脛骨筋 内の 腱 の 移

動 を表す もの で あ り，こ の 事は 筋 （前頚骨筋 ）の 短

縮 及 び 仲張 の 量 的変化 を示す もの と考えられ る 。 そ

こ で，関節角度 1 ラ ジ ア ン 当た りの 腱 の 移動距離 を

算出す る と46mm とな り，こ れは前脛骨 筋の モ ーメ

ン トアーム を表す も の と考察 さ れ た 。

一・
方，足関節

を固定した 状態 で 足背屈筋力 を徐 々 に増 加 させ た時

の エ コ
ー 「k 」 の 移動 の 様 子 を見 る と，背 屈 筋力 の

増加に伴 い k の 移動は指数関数的 に 増大す る 傾向 を

示 し，最大筋力発揮 時 に は約 20mm 移動す る 〔近位

に ）事が観察され た 。
こ の 事は，足閃節 の 筋一一

腱連

合体の コ ン プ ラ イア ン ス を表す もの と考 え られ る。

つ まり，等尺 性 筋発揮時 G男節 は 岡 定 さ れ て い る ）

に お い て も，筋 臼体は短縮 して お り，こ れ は kに 筋

一
腱連合体 の 弾性要素 に よ る もの で あ ろ うと 考え ら

れ た 。

　本研究で は，更 に，筋東長，筋線維角度，生理学

的断面積，モ ーメ ン トア ーム ，等の 筋の 構造的側 面

か ら筋の 力，速度，パ ワ
ー

等機能的要素 を分析 した

結 果 を 報告す る 。
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図 1．足 背屈及び底 屈動 作時の 足関節角度 （e＞ と前 脛骨筋 内の腱移 動距離 （δλ〉 との関係
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